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　新聞…毎日目を通し、あまりにも身近すぎる存在である。そして、新聞は今や

Web上で瞬時に確認ができ、テーマ毎の検索も容易に可能となった。新聞も時

代とともに大きく変化している。

　今回の特集は、新聞を今までとは違う視点から取り上げ、紹介してみようと

思う。

　新聞資料コレクターであり、本学校友で理事の羽島知之氏に新聞について執

筆をお願いした。

　この機会に新聞の歴史や新聞の面白さを本学図書館資料から探し出し、新聞

をいかに利用するかを探ってみては如何だろうか。

WINTER 2003

東京汐留鉄道館蒸気車待合之図
三代広重画（明治6年）

明治5年9月12日、新橋（汐留）～横浜間の鉄道開通は文明開化を象徴する大ニュースだった。
間もなく駅の待合室に売店が並び、新聞売りの様子も描かれている。

─わが国草創期の新聞─
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半世紀におよぶ新聞コレクション

　中学時代、一国語教師との交流がきっかけ
で始まった新聞に関する資料集め。半世紀の
歳月を重ねながら、その後も優に10万点を超
える膨大なものになった。
　古いものには限りがあるものの、江戸時代
から幕末・明治・大正・昭和そして平成にわ
たり収集した資料は、年々増え続け書庫も満
杯となった。こうした資料は収集者が少ない
せいか、私の収蔵品も「新聞資料ライブラリー・
羽島コレクション」としてテレビ・ラジオや
新聞・雑誌などで機会あるごとに紹介された。
加えて私設文庫が国立国会図書館が編集した『全
国特殊コレクション要覧』や都立中央図書館
の『類縁機関名簿』など各種ディレクトリー

集に掲載されるに至って、マスコミ各社や研
究者・団体などからの問い合わせや資料の請
求が、年間100件を軽く超える有様となった。
ふえ続ける資料、そして問い合わせ、小さな
文庫の限界をつくづく感じながら、収集・整理・
運営の一切を私一人でまかなっている毎日が
10数年前から続いてきた。
　そんな折、日本新聞協会の新聞博物館構想
が具体化し、2000年秋横浜に開館させる日本新
聞博物館の資料収集に協力してほしいという
要請を受けた。個人所蔵の限界を感じ、機会
あるごとに公的な新聞資料館の建設を提唱し
てきた私にとってはうれしい話だが、手塩に
かけて収集してきたコレクションは、どれ一
つとっても大切な子供のようなもの、いざと
なると博物館で大きく育てたいと思う一方で、

左から『官板バタヒヤ新聞』1・『海外新聞』第20号・『萬国新聞紙』第3集の表紙
（文久2年） （慶応2年） （慶応3年）

─わが国草創期の新聞─

Copyright©Toyo University Library,2003   All Rights Reserved



4
Copyright©Toyo University Library,2003   All Rights Reserved

WINTER 2003

羽島　知之�
（はじま　ともゆき）�
学校法人東洋大学理事　�
東洋文化新聞研究所代表�
東洋大学経済学部卒業�
主な編著・刊行書：�

『新聞の歴史』（全3巻・1997）�

『目でみるマスコミとくらし百科②・新聞と報道』（2002）�

（日本図書センター）ほか�

いつまでも手元に置きたいとの思いが交差する。
でも、こんなチャンスは二度とないだろう。
悩みぬいた挙句、コレクションの一切を新聞
博物館に譲渡し、事業に協力することにした。�
　新聞一枚は、一葉一片断簡零墨といえども
実に貴重な「ナマ資料」である。わが国の新
聞歴史は、やっと一世紀を超えた程度だとい
うのに、全国各地で発行された新聞の多くは
天災あるいは人災によって消滅、雲散してし
まっている。おもな新聞は近年マイクロフィ
ルムやＣＤ－ＲＯＭ、復刻版などにより図書
館や研究機関に収められているが、近代日本
の文化的なこのナマ資料を保存し後世に残す
ことは、歴史を検証する上でも次の世代に対
するわれわれの責務であると考えている。�
�
草創期の新聞事情

�
　幕末に誕生した日本の新聞は、海外ニュー
スの翻訳・翻刻でスタートした。最初に新聞
という名前が使われたのは、1862年（文久2年）
幕府の洋学所である蕃書調所で翻訳発行した『官
板バタヒヤ新聞』である。現在の新聞とはほ
ど遠く、木活字で印刷した和半紙二つ折り数
葉をとじ合わせた小冊子だった。　1865年（慶
応元年）には、アメリカに帰化した日本人ジ
ョセフ・ヒコ（日本名・浜田彦蔵）が、横浜
居留地で、木版刷りの『海外新聞』を創刊した。
この新聞は英国の飛脚船が持ち込む外国新聞
を翻訳、取捨選択して編集、月2回を目安に刊
行した最初の民間新聞で、わが国新聞史上特
筆される存在である。1867年（慶応3年）にな
ると英国人ベーリーが『萬国新聞紙』を発行、
外国記事だけでなく国内ニュースも速報、第3
集には横浜元町でパン・ビスケットなどを販
売した日本人最初の広告主、中川屋嘉兵衛の

広告も登場する。翌年戊辰戦争の動乱とともに、
国内ニュース中心の新聞が50紙近く出現する。
そして1870年（明治3年）には、わが国最初の
日刊紙『横浜毎日新聞』が創刊された。木活
字を使用した西洋紙一枚刷りで現在の新聞に
近くなる。�
�
資料発掘のおもしろさ

�
　雨が降らなければ毎日曜日、都内各所で開
かれる骨董市に朝一番電車でかけつける。冬
場は真っ暗な上に冷え込みもきびしい。懐中
電灯をたよりに資料を漁る手もつめたい。多
い日は一日数か所の骨董市をはしごするが、
大型のバッグも帰りには満杯。加えて各地の
古書会館やデパートで開かれる古書即売会と
古書店めぐりや、通販目録での購入、幅広い
分野のコレクターたちの集まる交換会にも参加、
思わぬ珍品にめぐり会うこともある。�
　そんな中で年に何回かは、未発見の資料が
発掘できたり、新聞の歴史を書き換えるよう
な興奮を覚える醍醐味もある。ごく最近も『海
外新聞』の前身幻の『新聞誌』を入手、新聞
の社会面を飾ったが、半世紀以上もこの地味
な収集を続けられたのは、この瞬間、この興
奮があったからだ、といっても過言ではない。�

─わが国草創期の新聞─�
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　夫の病を治そうと読経を頼んだ旅
の僧侶に殺されても操を守ったとい
う『東京日日新聞』1872年（明治5年）
2月の第1号に掲載された貞女の話�

大火災に居合わせた力士が消火にあたっている図。�
水が乏しかったため、破壊作業で力士が大いに活躍し、文明開化の
象徴である電柱も護られた。　　　　　　　　　1872年（明治5年）の記事�

『東京日々新聞』第壱號�

『東京日々新聞』百十一號�

＜新聞錦絵の楽しみ方＞�

新聞錦絵下部にご注目！！�
※『東京日々新聞』百十一號の場合�
　①錦絵右下部分：�
　　　落合　芳幾（浮世絵師）�
　　　（歌川）芳幾　号は一恵斎　�
　②錦絵左下部分：�
　　　轉々堂主人（記者）�
　　　高畠　藍泉の別号�
　　　明治初期の戯作者�

参考文献�
　清水　澄『浮世絵人名辞典』、1978�
　日外アソシエーツ編�
　『号・別名辞典　古代～近世』、1990

　明治初期の新聞には絵も写真も入っていなかったため、新聞に載
った興味本位の記事をえらび、戯作者の文章と浮世絵師の絵を錦
絵に仕立てて、絵草子屋から出版することが1874年（明治7年から）
1877年にかけて流行した。�
　これが新聞錦絵といわれ、代表的なものは『東京日々新聞』と『郵
便報知新聞』で、大きさは週刊誌2頁大、内容は殺人事件や色事、
孝行美談、珍談奇聞などの題材が中心だった。色鮮やかな新聞錦
絵はビジュアルジャーナリズムの源流である。現代の週刊誌やテレ
ビのワイドショーに匹敵するもので、人気を集めた。�

※特集に関する資料提供および説明は　�
　羽島知之氏�

①絵を画いたのは誰か？�
②文を書いたのは誰か？�



　あれは大学卒業の翌年だったか、外国とい
えばひたすら欧州にだけ眼が行っていた私には、
田中角栄元首相の訪中とそれに続く日中国交
回復のニュースは自分に無縁のことのように
感じて、その後も中国のことには殆ど無関心
のままかなりの時間を過ごしてしまったが、
私の人生の中国時代は突然やって来た。前任
校で、少しばかり中国語を理解することがで
きるという理由で、学生諸君8人の小グループ
の香港・広州研修旅行の引率を命じられたこ
とがそのきっかけだった。香港大学の学生寮
での暑気に散々悩まされ、さて、
広州の中山大学というところ
では何が待っていることやら
と気は重かったが、そのよう
な憂慮は大学に到着後間もな
く吹き飛んだ。亜熱帯の開放
的なキャンパスには、重厚で
ゆったりとしながら活気ある
爽快な空気が漲っており、流
石に御本家の懐の深さの一端
に触れて、中国文化の持つ魅
力に俄かに開眼したような気がした。帰国後
すぐ渡仏したが、何やら心は中国に残したま
まの自分に気が付いた。平成６年夏のことで
ある。その後、年に数回は中国の大地をひと
りで徘徊することを大きな楽しみとして今日
に至っている。異郷の地も本学への留学生の
出身地であると聞けば、殊更、親しみさえ覚
えて、昨年（平成14年）もすでに4回中国の地
を踏んだ。3月は上海と紹興、6月は北京と天津、
8月は大連と瀋陽、9月は広州、汕頭、アモイ、
泉州それに福州といった具合である。�
　中国での愉しみ方は実に色々あるが、私に
とっての大きな愉しみは近世・近代の中国絵
画の鑑賞である（なお、本誌132号特集「先生
の密かな楽しみ」参照）。そして、各地の大学
を訪れることも何故か好きである。今年は復
旦大学（上海）、清華大学（北京）、大連外国
語大学（大連）、中山大学（広州）、厦門大学（ア
モイ）を訪ねた。これらの大学について若干
付言すれば、復旦大学は本学との協定校として、

研究者の交換が重ねられており、大連外国語
大学は本学の夏期・春期中国語セミナーの実
施校として、毎年、多くの本学学生が滞在し
ている。清華大学には親しい共同研究者が在
職しており、また、厦門大学とも、本学大学
院法学研究科を修了した劉永光博士が帰国後
奉職されたという縁がある。中山大学はその
後もしばしば訪れ、知己が増えた結果、私に
とって最も親しみを感じる大学の一つとなっ
ている。これらの大学の特徴は、いずれも、
学生が熱心によく勉学に励むことや、経済的

に成功を収めた卒業生が寄付し
た立派な施設･建物が校地に散
在すること、さらに、広大な校
地の中に教職員・学生全員の宿
舎が完備され、その生活に必要
な施設が一通り揃えられた小世
界を形成している等々、中国の
大学の共通点を有しているが、
勿論、そこにはそれぞれの歴史
を背景とした特色も見られる。�
　さて、前置きが長くなったが、

私なりに各大学の個性を図書館を通じて観察し、
それを指摘してみようとするのがこの雑文で
の試みにほかならない。それとして取り上げ
るのは華北の清華大学、華南の厦門大学、そ
して、東北の大連外国語大学の三大学である。
とはいえ、紙幅の関係上さして詳しくも書け
ないが、次号において筆を続けさせて戴きたい。�
�

�

WINTER 20036

法学部企業法学科　教授　笠原　俊宏�

笠原　俊宏�
（かさはら　としひろ）�
前図書館長�
中央大学大学院法学研究科�
博士課程後期満期退学�
（専攻：国際私法）�
著書：『国際家族法要説』�
　　　（高文堂出版社）、�
　　　『国際私法立法総覧』（冨山房）ほか�

厦門大学図書館�
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随 想 �
教育・研究の要、白山図書館�

図書館事務部長　大内　悠久�

　地下鉄白山駅徒歩５分、東洋大学白山キャ
ンパスにたどりつきます。甫水の森を見なが
ら坂を登りつめると学祖井上円了像が学生・
訪問者を迎えてくれます。その像の横を通り
抜けるとキャンパス一高い16階の建物（ 2号館）
が聳え、その地上 1･2 階と地下 1･2 階が白山
図書館です。�
　閲覧席849席、グループ学習室、メディアス
クェア、ブラウジングコーナー、新聞コーナー、
ガイドコーナー（マニュアル本、旅行ガイド、
履修要覧等を設置）、本学出版物（紀要等）コ
ーナー、専任教職員コーナー等が設置され利
用者に供されています。�
　蔵書数は70万冊以上で、この冊数は現図書
館の収容適正冊数の限度を超えているため、
板倉キャンパスに50～60万冊収容できる保存
書庫が平成11年度に完成し、平成12、13年度と
　2年間に亘り約6万冊以上の蔵書を板倉保存書
庫へ移送させました。なお、15年度以降も順次、
板倉に移送する計画を進めています。すでに
移送を済ませた資料の閲覧・貸出しを希望す
る場合は、検索用「OPAC」で予約することに
より2日、遅くとも3日で白山の図書館に届く
システムになっていますのでご利用ください。�
　白山新図書館は平成7年度に完成、開館しま
したが、その後見学者（高校生、父母、近隣
住民、校友等）が毎年増加の一途にあり平成
13年度には8,000名を数えました。図書館開放
の一環として、文京区主催の生涯教育講習会
の受講生にも利用の門戸を広げています。また、
『ΚΟΣΜΟΣ』誌上で度々取り上げている山
手線コンソーシアム（青山学院、学習院、國
學院、法政、明治、明治学院、立教、東洋）
の各大学図書館が提携し、この大学所属の教
職員・学生の相互利用を可能としたことが、
利用者増加の要因のひとつとなっていると思
われます。�
　図書館の基本的業務は、閲覧業務（貸出し、

返却、それに伴うレファレンス）、その他の重
要な業務として収書・選書があります。図書
館内委員会、各学部及び図書館職員等で収書
選書を行いますが、特別収書として�
①本学名誉教授吉田幸一先生のコレクション�
平成8年度から14年度までの7年間の契約で
譲渡されています。重要文化財『狭衣』を
はじめ『宇治大納言物語』『おちくぼものが
たり』その他「十辺舎一九」、「式亭三馬」
の著作と江戸戯作等、貴重書を含む約1,300
点が図書館所有となりました。�
②個性形成資料の収集�
｢井上円了と明治思想｣ のテーマに基づいて
出発し、毎年収集を続けています。平成13
年度は学祖、井上円了の人と事跡成立の背
景となった近世後期からとし、図書62点176冊、
雑誌など　3点106冊を収集しています。�
　また、平成14年度、通信教育課から日曜及
び夏季スクーリングの休日開館の要請があり
ました。学生の便宜を考え、通常開館日を除
いて26日開館しました。2部学生のための利用
時間延長については、6・7月に開館時間を30
分延長し22時まで開館とし、その期間、学生
からのアンケートを取り今後の時間延長のデ
ータを集めました。�
　このように白山図書館では利用者のニーズ
に耳を傾け、それに応えるべく努力を惜しみ
ません。学生諸君の積極的な利用を希望して
います。�

�

大内　悠久�
（おおうち　つねひさ）�

日本大学法学部卒業�

　大学機能の中心である�
　図書館の充実を図っています�
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I N F O R M A T I O N
図書館ニュース『　　　　　　』はホームページでご覧いただけます。 http://www.toyo.ac.jp/libra/▲▲▲▲▲

白 山 朝 霞

工学部

板 倉

●休日開館について
1月13日（月）・19日（日）11：00～19：00

●休日開館について
1月26日（日）・2月2日（日）11：00～18：00

●休日開館について
1月12日（日）・13日（月） 11：00～18：00

●開館時間延長について
1月11日（土）9：00～18：00

●春季休暇中の開館について
開館時間：月～金曜日　9：00～17：00　　
　　　　　土曜日　　　9：00～13：00

閉 館 日：2月6日（木）～2月15日（土）、2月24日（月）～2月28日（金） 
 　　　　3月5日（水）・6日（木）・25日（火）・日曜日・祝日

●春季長期貸出について
貸出期間：1月22日（水）～3月31日（月）
返却期限：1～3年生　4月15日（火）　　
　　　　　4年生　　　3月20日（木）
貸出冊数：図書（含む雑誌)    10冊
 　　　　視聴覚資料　　　   5点
　　　　　※雑誌は通常どおり1週間の貸出

●春季長期貸出について
貸出期間：1月27日（月）～3月28日（金）
返却期限：1～3年生　　　　　 4月11日（金）
 　　　　卒業・修了予定者　　3月13日（木）
　　　　　※雑誌は、通常どおり１週間の貸出

●開館時間延長について
1月25日（土）・2月1日（土）9：00～17：00

●開館時間延長について
1月20日（月）～2月6日（木）
月～金曜日　9：00～19：00

4 館
共 通

●春季休暇中の開館について
開館時間：月～金曜日　9：00～17：00
 　　　　土曜日　　　9：00～13：00

閉 館 日：2月10日（月）～2月19日（水）・3月25日（火）　
 　　　　日曜日・祝日

●春季長期貸出について
貸出期間：1月21日(火)～3月28日(金)
返却期限：1～3年生　　　　 　4月11日(金)
　　　　　卒業・修了予定者     3月15日(土)
貸出冊数：学　部：図書15冊・視聴覚資料5点
　　　　　大学院：図書20冊・視聴覚資料5点
　　　　　※雑誌は通常どおり1週間の貸出

●春季休暇中の開館について
開館時間：月～金曜日　9：00～17：00

 　　　　土曜日　　　9：00～13：00 

閉 館 日：2月10日（月）～2月22日（土）・3月25日（火）　

　　　 　日曜日・祝日

●春季長期貸出について
貸出期間：1月27日（月）～3月17日（月）

返却期限日：1～3年生　　　　 　　　　　　4月9日（水）

　　　　　4年生・大学院生（修了予定者）　3月7日（金）

　　　　　※雑誌は、通常どおり１週間の貸出

●春季休暇中の開館について
開館時間：月～木曜日　10:00～17:00
　　　　　金・土曜日　10:00～20:00　
※3月6日（木）は14：00～20：00
閉 館 日：2月5日（水）～2月22日（土）・2月26日（水）・27日（木）
　　　　　3月5日（水）・25日（火）・日曜日・祝日

蔵 書
紹 介

千葉文庫
　本学名誉教授で、わが国新聞界の重鎮であり、日本のマスコミ法制の権威であった故千葉雄次郎先生

が寄贈された蔵書。

 新聞に関する 貴重な資料も多数含まれている。 
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表紙絵　

■小林清親が描いた、西南戦争を取材する福地源一郎（桜痴）。

日報社（東京日々新聞）の社長みずから従軍したもので、時代の先端をゆくモダンな洋装が興味深い。

1885年（明治18年）発行の『教導立志基』の一図。

表 紙
解 題

2月・3月は各館共に入学試験、蔵書点検等のため、長期の閉館が多く大変ご迷惑をおかけします。

各館の開館日・開館時間を確認の上、ご利用ください。

閉館期間中の図書の返却は、最寄図書館のブックポストにお願いします。但し、雑誌・視聴覚資料は開館時に直接カウンターにご返却ください。


